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突然ですが、「サルコペニア」という言葉を御存知でしょうか。ギリシア語による造語で、サルコsarcoは筋肉（骨格
筋）を、ペニアpeniaは減少を意味するそうです。サルコペニアとは、筋肉量の低下および筋力の低下または身体機能の低
下と定義されます。筋肉量は年齢とともに減少していきますが、高齢になるとその減少が加速します。そして手足や体幹
の筋肉量が低下すれば転倒の危険性や寝たきりとなる可能性があり、食物を飲み下す嚥下(えんげ)筋群の筋肉量が低下す
れば、嚥下障害や誤嚥（ごえん）性肺炎の危険性が高くなります。そのため、現在の高齢化社会において、サルコペニア
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の予防というのは、個々人の生活の質を保つ上でも非常に重要であります。
糖尿病では、サルコペニアが発症しやすいといわれております。一方で、サルコペニアがある

人は筋肉量が減少しているため、血液中のブドウ糖が筋肉に取り込まれづらくなり、その結果血
糖値が上昇します。このように糖尿病とサルコペニアはお互いに悪循環を作ってしまいます。

サルコペニアの予防は、食事・運動などの生活習慣が大きく関与していると考えられておりま
す。このような生活習慣の改善を手助けするのが、われわれ糖尿病ケアサポートチームの重要な
役割の一つであります。糖尿病治療の目標である、「健康な人と変わらない日常生活の質の維
持」に少しでも貢献できるよう、チームとして発展できればと思います。

昨年度、糖尿病ケアサポートチームでは、市民の皆様を対象に5月の看護の日イベントの一環である「糖尿病よろず相談」や11月の糖尿病
DAYに市民公開講座の開催、その他の院外活動としては5月には介護の現場でご活躍の皆様が対象である要介護支援症例糖尿病勉強会を企
画運営させていただき、6月には日本糖尿病療養指導士(CDE)教育のためのDVD撮影を行いました。院内活動としては療養指導に役立てて
いただくために、6月にインスリン講習会および9月に糖尿病治療薬講習会、12月には糖尿病講座「糖尿病と歯周病」を開催しました。今
年度も引き続き糖尿病ケアサポートチームの活動をより良いものにすべく努力してまいります。
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